
【現状・問題点】
◆Ｈ１６年度から医師の初期臨床研修必修化（２年間）がスタートし、新卒医師は研修
　先として都市部の大病院を希望する傾向があり、県内の研修病院を希望する者が少な
　い状況。
◆県内で研修する医師が少なくなることは、将来の医師不足に拍車がかかることが懸念
　される。

≪研修医の県内定着に向けた取り組み≫

【目的】
医学生及び研修医に対し、県内研修病院での研修を促すことに
より、将来、島根県の地域医療を担う医師の県内定着を図る。

キーワード
医師を

”育てる”

◆医学生夏季・春季実習＆地域医療セミナー　　　［対象：医学生］
　　地域医療への興味関心を継続的に持ってもらうよう地域医療現場
体験実習やセミナーを開催。

◆初期、後期臨床研修ガイダンス　　　［対象：医学生及び研修医］
　　県内の研修病院合同による初期と後期臨床研修の説明会を開催。

◆研修医意見交換会＆アンケート調査　　　　　　　［対象：研修医］
　　研修プログラム等についての意見交換と研修医の興味ある分野の
講師を招いての講演会。研修環境や進路意向等についてのアンケート
調査。

医学生・研修医への働きかけ

◆臨床研修プログラム発展講習会
　　　　　　　　　　　　　　　［対象：研修病院のプログラム責任者］
　　各研修病院のプログラムが研修医にとって、より魅力的になるよう内容を向上させるため、全国的にも著名な研修
病院から講師を招いてセミナーを開催。

◆臨床研修指導医講習会　　　　［対象：研修病院等の指導医］
　　指導医の教育技術レベルアップ及び臨床研修病院の指導体制の確保を図るため、厚生労働省の基準に沿った指
導医養成講習会を開催。

◆臨床研修病院連絡会議　　　　　　　［対象：　臨床研修病院］
　　臨床研修についての会議を開催し、連携強化を図る。

◆地域医療教育連絡会
　　島根大学医学部6年生の地域医療実習受入機関の連絡会議。

魅力ある研修病院づくり

医学生はもとより、初期臨床研修
医の約7割、後期臨床研修医の約
8割が属している島根大学との連
携強化により、医学生や研修医の
意向を反映した事業展開を図る。

◆中学生医療現場体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［対象：中学生］
　 地域の医療現場の体験を通して、生命尊重の意識を醸成するとともに、医師・看護師等の職業の重要性について理解を深め
    地域医 療従事者を目指す中学生の育成を図る。

◆高校生医療現場体験セミナー　　　　　　　　　　　　　　［対象：高校生］
　　医療現場での体験、学習を通じ、医師の仕事や地域医療について理解を深め、医師を目指す生徒を増やす。

◆夢実現進学チャレンジセミナー　　　［対象：学力上位の高校2年生］
　　医学部や理系難関大学・学部への進路希望を実現できるよう支援するとともに、医学部への興味関心を喚起する。

中学生・高校生への働きかけ

県内病院における初期・後期臨床研修医の確保が、
将来の医師確保の大きな鍵となる

◆域医療支援学講座

目的
地域医療に興味を持ち，地域医療のモチベーションを維
持しながら，医師としてのキャリアアップと県内の医療機
関で安心して働ける環境づくりを支援
　　・学生教育
　　・医師のキャリア支援活動
　　・地域医療支援

島根大学医学部への
　　　　　　　寄附講座の設置


